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○　交通経路概念図

○　小金井キャンパス案内図

■ＪＲ武蔵小金井駅（北口）より

京王バス【小平団地】行　学芸大正門　下車約3分

徒歩の場合は約25分

■ＪＲ国分寺駅（北口）より

徒歩約20分

■正門から入構してください。
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○教員紹介

教　員　名 研究テーマ・メッセージ 担当科目

伊藤良子　教授

　主な専門分野は発達臨床心理学で，発達障害をもつ子どもの社会性やコ
ミュニケーションの支援に関して基礎的・実践的研究を行っています。また
親支援や関係機関との連携の問題についても重視して取り組んでいます。
　私が教職大学院で主に担当する特別支援教育は，「特別」なことではなく，
教育の原点だと思います。すなわちどの子どもも持っている原石を見つけ，
光り輝かせることであり，そのために不可欠な親・教職員・専門家・地域の
人々の協働の力を一緒に作っていきましょう。

特別支援教育基礎
現代的教育ニーズへの対応Ｂ
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導

金子一彦　教授

  東京都立高校の国語科教員としての16年間の教育実践や，東京都教育委員
会指導主事等としての20年間の教育行政での経験を生かし，子供たちが将
来社会的に自立した人間になるための教育の在り方を考えていきたいと思っ
ています。教員時代は，スピーチやディベートなど音声言語を中心としたを
実践的研究を行い，教育委員会では，主に教育課程，学校経営，教員研修な
どの職務に携わってきました。教育管理職の成り手不足が言われる中で，学
校の管理職や指導主事の遣り甲斐を伝えながら，より広い視点から教育に携
わろうとする人材の育成に力を注ぎたいと思っています。

教員の社会的役割と職能発達
学校組織マネジメント演習Ⅳ
教育行政演習
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導

永田繁雄　教授

　学校における教育課程，とりわけ道徳教育に関する研究が専門です。本学
附属大泉小，都内教育委員会勤務を経て，国立教育政策研や文科省で道徳
教育を担当し，2009年度より本学に勤務しています。附属時代は学校研究・
授業研究の推進，教委時代は各学校への授業改善指導を，さらに国研・文科
省時代は，学習指導要領に基づく授業経営・改善に関する試みを特に道徳教
育の充実の側面から進めてきました。
　私たち自身が開発的発想をもって研究を深めることが，子どもの生き方の
選択肢を広げる豊かな人間力形成につながります。ぜひ，共に研鑽に励みま
しょう。

道徳教育の理論と開発演習
人権教育フィールドワーク
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導

成田喜一郎　教授

　専門は，越境する教育学=ホリスティック教育学及び歴史学です。ホリス
ティック教育とは，あらゆるひと・もの・ことをめぐる関係性・均衡性・包括
性・持続性という4つのキーワードを軸に展開する実践的な教育学です。現
在，持続可能な開発のための教育（ESD）を中心にカリキュラム・デザイン
の開発研究をしています。また，教師の問いかけと子どもの学びの履歴及び
その評価までも含む包括的な概念であるカリキュラムに関するエビデンスと
しての学びの〈当事者記録auto-ethnography/collaborative ethnography〉
のあり方を研究しています。ともに学びの拡張・深化をめざしましょう。

カリキュラムデザイン基礎
カリキュラムデザイン・授業研究
演習Ⅱ/Ⅳ
国際バカロレアの教授・学習と評価
システム
人権教育フィールドワーク
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導

矢嶋　昭雄　教授

　専門は，数学教育と教員養成に関わる分野です。生徒が主体的に取り組む
授業づくりや，教育実習の指導と評価について研究を行っています。
　本学学部（Ｂ類数学），大学院修士課程（数学教育）の出身です。都立高
校教員，附属中学校教員として，20年ほど現場で教科指導，生徒指導に携
わってきました。平成18年10月に本学へ異動し，教職を目指す学生・院生と
ともに研究を行っています。よりより学校教育のあり方を皆さんと一緒に考
えていくために，これまでの教育実践の経験を生かしていきたいと思います。

授業実践と学力
授業研究基礎
カリキュラムデザイン・授業研究
演習Ⅰ/Ⅲ
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導

岩瀬　直樹　准教授

　専門は，学級経営論，ファシリテーションです。22年間の教員時代は主に，
信頼に基づく学級経営，学級経営・校内研修・授業へのファシリテーション
の活用，ライティングワークショップ，学習の個別化等の実践研究に取り組
んできました。
　教職大学院では，知らず知らずのうちにできた私たちの暗黙の前提を疑
い，これから未来を生きる子どもたちにとっての学校や学級，学習の意味を
改めて問い直すチャンスです。実務家教員の強みを活かしながら，皆さんと
一緒に真摯に学び，考えていきたいと思います。

学校づくりと学級経営
カリキュラムデザイン・授業研究
演習Ⅱ・Ⅳ
学校教育ファシリテーターの育成
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導

ダッタ　シャミ　准教授

　Namaste. I am from India, and join Tokyo Gakugei University after 
teaching for 24 years at a joint school - Japanese school and international 
school in Osaka. My focus is high school social studies education and 
international baccalaureate （IBDP）- particularly inquiry based learning, 
research-presentation based learning, and creating seminar style classes in 
high school.
　Together, let us explore questions such as: What motivates students 
to be inquirers? How can students take ownership of learning? Other 
questions that interest you !

（授業は英語・日本語を交えて行います。）

国際バカロレアの教授・学習と評価
システム
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導

福本みちよ　准教授

　専門は，学校経営学・教育行政学です。特に「学校評価に連動した戦略的
学校支援システムに関する実証的研究」をテーマに，現在は学校評価結果に
もとづく学校支援のあり方について研究しています。諸外国との比較研究の
フィールドとして，同テーマの先進国であるニュージーランドを設定してい
るため，年に1度は現地調査を行う生活を20年近く続けています（本場のラ
クビーはすごいですよ！）。一方で，横浜市の指導主事のみなさんと一緒に，
横浜市における学校支援のあり方を模索中です。学校現場と行政の現場，両
方に接しながら仕事をしていく中で，いろいろな課題が見えてきます。そう
したことを，みなさんと一緒に考えていきたいと思っています。

学校組織マネジメント演習Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ
教育行政演習
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導
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渡辺貴裕　准教授

　専門は教育方法学です。授業における演劇的手法の活用を主な研究テーマ
とし，言語的な情報だけでなく身体の感覚や想像力などをも学習のリソース
として役立てることに取り組んできました。
　教職大学院には，学校現場での実習と並行して大学院で授業を受けられ
るという特徴があります。実践とのつながりが不明な空理空論ではなくかと
いってその場限りのノウハウの寄せ集めでもない教育方法学を皆さんと一緒
に作り出していきたいと考えています。

授業研究基礎
授業実践と学力
授業研究・カリキュラムデザイン
演習Ⅰ/Ⅲ
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導

小林正幸　教授

　専門は教育臨床心理学です。学校不適応，とくに不登校やいじめ，非行な
ど現代の教育問題に関する研究と，社会性を発達させるためのソーシャルス
キル教育について研究してきました。これまで，電話やメール相談を含める
と数万事例に関わってきました。現在は，県や区市，学校単位で不登校を減
少させるプロジェクトを複数手がけています。また，東日本大震災の直後か
ら，被災地の子どもの心のケアのために，被災地の教師や支援者を下支えす
る後方支援組織を立ち上げ，子どもの心のケアプログラムの開発，展開を継
続しています。授業では教育相談領域と心理教育面，行政上の施策プランの
立て方を扱います。

児童・生徒支援演習
児童・生徒支援演習応用
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導

吉谷武志　教授

　専門分野は異文化間教育です。ヨーロッパの移民教育，マイノリティ教育，
教師教育と日本の外国人児童生徒教育を異文化間教育，国際理解教育の視点
から比較研究しています。多文化社会が現実化しているヨーロッパに劣らず，
日本でも，言語，生活習慣，宗教をはじめとして，多様な背景を持つ多文化
の子どもを受け入れた学校や地域では，様々な試みが行われています。こう
した新たな環境に置かれた学校，地域，そして行政の取り組みを，現場で一
緒に考えるところから研究を進めてきました。学校や地域の具体的な課題を
肌身で感じつつ，しかも研究的視点から取り組む，難しいですが一緒に試み
てみませんか。

現代的教育ニーズへの対応A
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導

梶井芳明　准教授

　専門研究領域は，教授・学習心理学，教育評価，授業研究です。また，現
在の主な研究テーマは，「話すこと・聞くことの指導と評価」「読み書き関連
指導（読解表現指導）」「学力調査を活用した授業づくり」「PDCAサイクル
に基づく自己学習力の育成」です。
　「学習評価の理論と方法」を担当します。この講義は，主に，授業実践を
もとに，授業内容を教育学，ならびに教育心理学の知見から分析，解釈する
活動，いわゆる「授業研究」を通して，「学習評価」に関わる基礎的・基本
的な知識・技能を習得することをねらいとします。
　授業を通して学び，育つ教師，「反省的実践家」の姿を，一緒に探求して
いきましょう。

学習評価の理論と方法
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導

近藤精一　特任教授

　東京都公立小学校教員としての13年間の教育実践や，東京都教育委員会
職員としての22年間の教育行政経験を生かし，子どもたちの将来に責任の持
てる学校教育を先導する教員を育てたいと考えています。教員時代は道徳教
育を中心に研究的実践を行い，教育委員会では，指導行政，研修行政，人事
行政などの教育行政全般の職務に携わってきましたが，一貫して求めてきた
ものは，「教師のコンプライアンス」と「教師の品格」です。品格ある学校教
育を創造する教師養成に力をそそぎます。

教員の社会的役割と職能発達
学校と教育委員会による教育創造
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導

今井文男　特命教授

　東京都公立中学校の教員（教科：数学）として，また管理職として学校現
場一筋に取り組んできました。この間，「生徒や保護者，地域の人に信頼さ
れ，かつ教師としての誇りを持って教育に携われる人材」の確保がいかに急
務であるかを実感していました。これまでの経験から健全な学校づくりとは，
健康な身体づくりと同様であると考えています。この考えに基づき，生徒指
導における，予防的側面と適切な対応の側面についての研究をおこなってい
きたいと考えています。また，現場の先生方の貴重な教育実践を，理論化し
て次世代に繋げていきたいと思っています。

学校と地域との連携による学校づ
くり
生徒指導の理論と実践演習｠
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導

小山田 穣　特命教授

　小学校教諭16年（その間，兵庫教育大学大学院研修派遣2年），東京都教
育委員会指導主事11年，校長11年の38年間に，児童理解，社会科教育，人
権教育，いじめ問題研究，授業分析，開かれた学校経営，長期宿泊体験活動
等の実践及び研究を行ってきました。
　これらの職務体験や研究内容も授業に反映していきたいと考えています。
体験活動の充実，子ども理解と支援援助者としての教師，授業記録と授業改
善，家庭や地域との連携等，実践と理論を架橋・往還した学校教育の活性化
や教師の成長につながる実践的な研究を共に進めていきましょう。

体験活動を通した人間形成
学校と地域との連携による学校づ
くり
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導

柿添賢之　特命教授

  主たる専門分野は，「学校の経営・管理」，「保健体育科教育」，「生徒・進
路指導」です。都立高校保健体育科教諭として19年間勤務した後，16年間，
区及び都の指導主事，人事部管理主事を経験し，最後は都立高校校長を3年
間務めました。この間，保健体育科教育以外に，異校種の教育や学校の経
営・管理など幅広く学ぶ機会を得ることができました。この経験を活用して
いただければ幸いです。
  今学校現場は，山積する課題で多忙感と閉そく感が漂っているように見受
けられます。子供たちのためにも，どうすれば学校が元気になれるのか，共
に考えていきたいと思います。

学校危機管理の理論と実際
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導
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近藤正幸　特命教授

  東京都公立中学校教員として，学校現場で数学教育の実践研究に取り組ん
できました。管理職としては学校経営の中心に校内研修を位置付け，授業改
善，小中連携，安全教育といった教育課題に全校体制で取り組み，教員の指
導力向上を図りました。中でも特別支援教育の視点を取り入れた授業研究を
進め，取り組むべき課題や解決策を分かりやすく解説して理解を広めました。
  これからの教育には一人一人の子供たちの特性や保護者のニーズに対応で
きる教員の育成や教員の研究が重要であると考えます。夢中になれることを
見つけて，常に実践を通して学ぶことのできる教師を共に目指しましょう。

授業研究・カリキュラムデザイン
演習Ⅰ/Ⅲ
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導

露木昌仙　特命教授

　これまで小学校教諭，教頭，指導主事，校長として，学校現場の授業改
善，学校組織を生かした校務改善等に実践的に取り組んできました。特に中
心に追究してきたことは，学習指導面では地域を素材とした社会科教育の在
り方，学校運営面では地域社会と連携した学校経営の在り方についてです。
これらの経験を生かし，校長時代は「子どもにとってやりがい，学びがいの
ある学校」をめざし，教育課程を編成し教育実践できる教師の育成に努めて 
きました。
　学校現場で教員の資質能力の向上に活用される，校内研修・研究の在り方
等について共に考えていきたいと思います。

学校と地域との連携による学校づ
くり
校内研修・研究コーディネーター
の育成
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導

服部信雄　特命教授

　横浜市立小学校教諭として21年間，副校長として4年間勤めた後，教育委
員会事務局区派遣指導主事・横浜市立いちょう小学校長・教育委員会事務局
授業改善支援課長・横浜市立元街小学校長・西部学校教育事務所長・横浜
市立子安小学校長と，教育委員会事務局と学校現場を往還して現在に至って
います。学校現場では教育委員会事務局時代の経験を活かし，「全職員の協
力指導体制による学校づくり・地域社会と協働する学校づくり」に努めてき
ました。「教育は人なり」「学校づくりは人の繋がりなり」の想いを大切にし
て，これからの学校づくりを共に考え・求めていきましょう。

学校組織マネジメント演習Ⅱ/Ⅳ
教育実践創成演習・課題研究指導
実習指導
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